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有機資材の施用が土壌病原菌に与える影響

3．土壌の種類による自紋羽病菌伸長抑制効果の差異
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1　緒　　　　　言

土鰍こ種々の有機物を施用すると，自紋羽病菌糸の伸長

が著しく抑制されることについては1及び2報において既

に報告したが，これらの試験は桑園跡地の表層から採取し

た粗粒質の沖積土を用いて行ったものであった。今回は，

これらの伸長抑制効果が土壌の種類によって変化するのか

どうかについて調査したので，その概要を報告する。

2　試験材料及び方法

供試土壌は沖積土，火山灰土及び山岳土の3種である。

沖積土は開畑年度の古い，いわゆる熟畑化した畑から採取

した細粒質の土壌を，火山灰土は原野の表層腐植質黒ポク

土を，また山岳土は標高1，000，〝に約15年前造成された畑

地から採取した土壌を，それぞれ用いた。施用した有機物

は前報までの試験で効果が認められた大豆柏，油粕，ふす

ま及び蚕ぶんとし，これに稲わらを混合した区も設定した。

土壌中における白紋羽病菌糸の伸長測定は，従来と同じ

方法によった。すなわち，直径1川前後の桑枝を長さ15伽

に切断し試験管に収めて湿熱滅菌後，一端に白紋羽病菌を

接種する。これを25℃に4日間保って定着させた後，有機

物を施用した土壌に埋没して25℃に保持し，2週間後に掘

出して桑枝表面の菌糸の伸長距離を測定した。

試験は各有機物を施用した土壌をプラスチック製の蓋付

き容器（槙25×縦18×深さ5（Ⅶ）に2り充填し，乾燥を防

ぐため周囲をセロハンテープで封じて実施した。

3　試験結果及び考察

4種有機物の施用及びその量が日放羽病菌糸の伸長に与

える影響を土壌の種類別に調べたのが表1，2である。沖

積土の場合，大豆柏10，（土壌2毎当たり，以下同じ），ふ

すま10g及び15g，山岳土においては大豆柏10g，ふすま

10g及び15タ，油粕10，の各施用区に顕著な病菌糸の伸長

抑制効果が認められたが，火山灰土では大豆柏10g，油粕

10gの両区に若干の抑制効果が認められたにとどまった。

衰1土壌の種類と大豆粗　ふすまの施用効果との
関係

土 壌 の 種 類 有 機 物 名 施 用 量 白絞 羽 病 菌 の 伸 長 量 ♯

（ダ） （鱒 ）

沖　 積　 土

対　　 照 0 6 6 ．6

大 豆 柏
5 4 4．8

10 4 ．4

ふ す ま

5 4 3．2

10 0

1 5 0

火 山 灰 土

対　　 照 0 　　 65 ．6

日 ‾‾‥ ‥ 正 も‾‾’－‾‾‾‥
大 豆 柏

5

10 25．2

ふ す　 ま
5 46 ．2

10 4 1．4

1 5 4 0．0

山　 岳　 土

対　　 照 　 0
‥ －‾g H

7 5．0

大 豆 柏
61．0

1 0 0．6

ふ す ま

5 59．8

10 10．8

15 0

注．＊：5本の平内（以下同じ）

義2　土壌の種類と油柏．蛋ぶんの施用効果との
関係

土 壌 の 種 類 有 機 物 名
施 用 量 白 紋 羽 病 菌 の 伸 長 量

（ダ） （卿 ）

沖　 槙　 土

対　　 照 0 7 4．8

油　　 柏
‾‾‥ H S‘．4 日

10 52．2

蚕 ぶ ん l
5 59．4

10 5 2 ．8

15 3 1．4

火 山 灰 土

対　　 照 ′0
日 H J H

’74．0

油　　 柏
4 5．6

10 23 ．6

姦 ぷ 人′
5 5 4．2

10 49 ．6

1 5 4 6 ．0

山　 岳　 土

対　　 照 0 7 7．0

油　　 粕
5 5 1．8

1 0 7．4

蚕 ぶ んI
5 6 7．2

10 6 1．0

15 4 7 ．6

温　●：風乾したものを使用（似下同じ）
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しかし，これら有機物に稲わら25gを混合して施用すると，

火山灰土の油粕5g区を除いて各有機物の施用量を減じて

もなお顕著な抑制効果が得られた（表3）。

衷3　土壌の種類による有機物施用効果の差異

土壌 の種類 有 機 物 名 （施用量 ダ）
白紋羽病菌の
伸 長 量 （〝）

沖　 積　 土

対　 照 （0 g ） 60 8
大豆柏 （5ダ）＋稲 わ ら（25 g） 0
油　 粕 （5 ダ）＋稲わ ら（25 ，） 0
油　 粕 （10 g ）＋稲 わ ら（25 ，） 0
蚕ぶん （10 g ）＋稲 わら（25 g ） 0
垂ぶん （20 g ）＋稲 わ ら（25 g ） 0

火 山 灰 土

対　 照 （O g） 70 8
大豆柏 （5 g）＋稲わ ら（25 g ） 3．0
大豆柏 （10 g）＋稲わ ら（25 g ） 0
油　 粕 （5 ，）＋稲 わら（25 g ） 47．6
油　 粕 （10 g）＋稲わ ら（25 ，） 0
蚕ぶん （10 g）＋稲わ ら（25 ，） 2．6
蛮ぶ ん （20 g）＋稲わ ら（25 g ） 0．6

山　 岳　 土

対　 照 （0 わ 73 8
天豆栢 （‾拍 1 紺わ ら（25す「 2．0
油　 粕 （5 g）＋稲わ ら（25 g ） 1．6
姦ぶ ん （10 g）＋稲わ ら（25 g） 0
蚕ぶん （20 ，）＋稲 わら（25 ，） 5．2

有機物の施用による自紋羽病菌糸伸長抑制効果の原因は

まだ明確でないが，土壌微生物相の変動と関連あるものと

思われる。従来の調査でも沖積土に有機物を施用すると微

生物数が大きく増加することが知られていたが，今回の試

験でも沖積土に「姦ぶん十稲わら」施用で微生物数が大幅

に増加するのが確かめられた。また，火山灰土では「油柏

＋稲わら」施用で糸状菌数が，山岳土においては「毒ぶん

＋稲わら」施用で放線菌数が，それぞれ著しく増加してい

るのが認められた。しかし，これら微生物数の変動と病菌

糸の伸長抑制とが常に併行しているわけではなく，この点

については更に検討していく必要があろう。有機物施用土

壌の理化学性の変化についても，特に抑制効果との関連は

見出せなかった。

白紋羽病菌糸の伸長抑制効果が，ポット試験や圃場‾試験

においても認められるのか，あるいは，他の病害菌につい

ても同様な効果があるのか，等についても今後試験を続け

ていく必要がある。

4　ま　　と　　め

大豆柏，ふすま，油粕及び姦ぶん等の有機物施用による

白紋羽病酷糸の伸長抑制効果を，土壌の■種類別に調査した。

その結果，沖積土と山岳土においては既報の結果とはぼ同

様な傾向が認められたが，火山灰土では効果が若干弱くな

る傾何にあった。しかし，いずれの土壌においても各有機

物に稲わらを混合することにより，効果を著しく向上させ

ることができた。
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